


































平成 25 年度にフィールドセンターの 4 つの研究室およ
び寄附講座（家畜福祉学）に在籍した学生は，学部 4 年生
8 名，大学院博士課程前期 2 年の課程 16 名，同後期 3 年の
課程 10 名の合計 28 名であった。また，実習教育（5 学系





高専）から延べ 344 名（人・日）の参加があった。2 回の














次に畑作物としては，バレイショは 21 号圃場 38a に，
22-24 年度と同様に鶏ふん肥料のみで栽培を行い，総収穫
量は 5,392kg（1,419kg/10a）であった。ゴボウおよびニン
ジンはそれぞれ 7.5a，ナガイモ 7.2a，種子用ナガイモ 1.2a，
姫神芋を 3 号輪作圃場において栽培した。ニンジンの総収




果樹としては，ウメ（2 号圃場）の全収穫量は 447kg で
売払いは 307kg であった。ブルーベリーの総粗収量は，総
収穫量が 422kg であり，生売り販売（99kg）とジャム生産





















度に更新した約 20 ha から採草し，ロールベールサイレー
ジ調製を行った。採草初年のため，生草換算収量で 10 a 当
たり約 0.8 t，年間で 175.8 t となった。平成 25 年度の草地
更新は，センター職員による自前更新が 17.02ha，宮城県
農業公社による委託更新が 6.9ha, 計 23.92ha の面積であっ
た。北山放牧地（105.2 ha）の除染更新については，展望
がひらけていない。
飼料作物については，デントコーンを総面積 3.65 ha に









種 87 頭　日本短角種 24 頭，緬羊 26 頭であったが，生産・
出荷・死亡・管理換えを経て，年度末にはそれぞれ 32 頭，




黒毛和種で 82.5%，日本短角種は 87.5% でほぼ技術目標（受
胎率 85 ％）と同等であった。肥育出荷した黒毛和種 4 頭
の枝肉格付けは A-5 が 4 頭，A-4 が 5 頭，A-3 が 5 頭であっ




給与した。平均搾乳頭数は 13.0 頭で前年より 0.6 頭上回っ





養管理となり増大し，25 年度の処理量は 560 t であった。
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及び隣接する放牧試験区を調査対象草地とした。草地内に，刈取区（4 ha），放牧区（6.5 ha），放任区（4 
ha）を設け，常置コドラート法による植生の変化と，移動コドラート法による一次生産量の指標とし
て出穂期現存量を調査する。
調査時期：5 月，9 月　北山地区大尺約 14 ha（IBP 小屋を作業場として使用）
















































































































































































































圃番号 18 ノ 1 の脇にある大穴西側の施肥の影響の弱い土を採取し，木枠試験を実施し，リン利用率の
改善を目指します．土壌の採取は土嚢袋 20 程度で以前の採取位置付近で行います。圃番号 18 ノ 1 脇








通常の管理下で田植えを実施して頂いた後，6，7，8，9 月および収穫期に順次直径 5cm 長さ 10cm の
採土管で作土を採取し，根および土壌に形成される鉄とリンの化合物に関する形態観察と化学分析を




































た。9 月末にはピロティー～ 2 階部分まで，11 月末には 3



















5 月 31 日に石巻より小乗浜北防波堤へ回航し，震災後よう
やく母港へ戻ってくることができた（写真 12）。
写真 1 写真 2 写真 3
写真 4 写真 5
写真 6
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写真 10 写真 11 写真 12
写真 7 写真 8 写真 9







































































































































平成 25 年 4 月 26 日 陸圏・水圏環境コミュニケーション論にて視察に立ち合い被災状況説明
2. 大学病院関係者による視察対応 平成 25 年 9 月 30 日 東北大学病院看護師の皆さんへの被災状況説明
3. 東京大学海洋研による現地視察対応 平成 26 年 2 月 26 日 東京大学大気海洋研究所職員への被災状況説明
【翠皓　運航業務】
1.MS 調査　女川湾 平成 25 年 6 月 25 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
2.MS 調査　女川湾 平成 25 年 7 月 22 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
3.MS 調査　女川湾 平成 25 年 8 月 26 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
4.MS 調査　女川湾 平成 25 年 9 月 24 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
5.翠皓ドック（上架） 平成 25 年 10 月 4 日 定期ドックのため，女川より石巻まで回航処置
6.翠皓ドック（下架） 平成 25 年 10 月 11 日 定期ドック完了により，石巻より女川まで回航処置
7.MS 調査　女川湾 平成 25 年 10 月 18 日 女川湾採泥調査（アシュラ採泥器，スミスマッキンタイヤ採泥器）
8.MS 調査　女川湾 平成 25 年 10 月 21 日 女川湾採泥調査（アシュラ採泥器，スミスマッキンタイヤ採泥器）
9.MS 調査　女川湾 平成 25 年 10 月 29 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
10.MS 調査　女川湾 平成 25 年 11 月 18 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
11.MS 調査　女川湾 平成 25 年 12 月 25 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
12.MS 調査　女川湾 平成 26 年 1 月 20 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
13.翠皓ドック（上架） 平成 26 年 1 月 28 日 定期ドックのため，女川より石巻まで回航処置
14.翠皓ドック（下架） 平成 26 年 2 月 14 日 定期ドック完了により，石巻より女川まで回航処置
15.MS 調査　女川湾 平成 26 年 2 月 21 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
16.発電機・主機関定期整備及び空調整備 平成 26 年 3 月 3 日，4 日，5
日
定期機関整備および空調機新替工事他
17.MS 調査　女川湾 平成 26 年 3 月 17 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
【海生　運航業務】
1.MS 調査　生物海洋学 平成 25 年 4 月 10 日 震災後の女川湾における繊毛虫類の季節変動他
2.MS 調査　生物海洋学 平成 25 年 4 月 11 日 女川湾における震災による攪乱が休眠胞子形成珪藻に与える影響
3.MS 調査　水圏動物生理学 平成 25 年 4 月 15 日 調査用サンプリング（アカザラガイ，イガイ）
4.MS 調査　女川湾 平成 26 年 4 月 16 日 海水流動調査
5.MS 調査　雄勝湾 平成 25 年 4 月 18 日 海水流動調査
6.MS 調査　女川湾 平成 25 年 4 月 19 日 女川湾のホタテ養殖と海況環境との関係
7.MS 調査　生物海洋学 平成 25 年 4 月 22 日 女川湾における震災による攪乱が休眠胞子形成珪藻に与える影響
8.MS 調査　女川湾 平成 25 年 4 月 23 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
9.MS 調査　女川湾 平成 25 年 4 月 30 日 女川湾のホタテ養殖と海況環境との関係
10.MS 調査　水産資源生態学 平成 25 年 5 月 8 日，9 日 女川湾における底生魚類相調査
11.MS 調査　生物海洋学 平成 25 年 5 月 14 日 震災後の女川湾における繊毛虫類の季節変動他
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12.MS 調査　生物海洋学 平成 25 年 5 月 15 日 女川湾における震災による攪乱が休眠胞子形成珪藻に与える影響
13.MS 調査　女川湾 平成 25 年 5 月 16 日 海水流動調査
14.MS 調査　水圏動物生理学 平成 25 年 5 月 17 日 アカザラガイのサンプリング
15.MS 調査　女川湾 平成 25 年 5 月 22 日 女川湾のホタテ養殖と海域環境調査との関係
16.MS 調査　女川湾 平成 25 年 5 月 27 日 女川湾定点観測（採水，採泥，プランクトン採集等）
17.MS 調査　生物海洋学 平成 25 年 6 月 3 日 震災後の女川湾における繊毛虫類の季節変動他
18.MS 調査　生物海洋学 平成 25 年 6 月 4 日 女川湾における震災による攪乱が休眠胞子形成珪藻に与える影響
19.MS 調査　水産資源生態学 平成 25 年 6 月 11 日，12 日 女川湾における底生魚類相調査
20.MS 調査　雄勝湾 平成 25 年 6 月 13 日 海水流動調査
21.MS 調査　女川湾 平成 25 年 6 月 17 日 海水流動調査
22.MS 調査　女川湾 平成 25 年 6 月 21 日 女川湾のホタテ養殖と海域環境調査との関係
23.MS 調査　女川湾観測ブイメンテナン
ス
平成 25 年 6 月 27 日 海洋観測ブイのメンテナンス（寺間・塚浜）
24.MS 調査　女川湾観測ブイメンテナン
ス
平成 25 年 6 月 28 日 海洋観測ブイのメンテナンス（塚浜・竹の浦）
25.MS 調査　生物海洋学 平成 25 年 7 月 2 日 震災後の女川湾における繊毛虫類の季節変動他
26.MS 調査　生物海洋学 平成 25 年 7 月 3 日 女川湾における震災による攪乱が休眠胞子形成珪藻に与える影響
27.MS 調査　女川湾 平成 25 年 7 月 8 日 海水流動調査
28.MS 調査　女川湾観測ブイメンテナン
ス
平成 25 年 7 月 9 日 海洋観測ブイのメンテナンス
29.MS 調査　女川湾 平成 25 年 7 月 16 日 女川湾の海水流動調査
30.MS 調査　女川湾 平成 25 年 7 月 19 日 養殖環境調査
31.MS 調査　女川湾 平成 25 年 7 月 23 日 アサリ漁場調査および天然アサリ採苗器の設置
32.MS 調査　女川湾観測ブイメンテナン
ス
平成 25 年 7 月 24 日 海洋観測ブイのメンテナンス
33.MS 調査　水産資源生態学 平成 25 年 7 月 25 日，26 日 女川湾における底生魚類相調査
34.MS 調査　女川湾 平成 25 年 8 月 1 日 小乗浜のアサリ漁場調査および天然アサリ採苗器の設置
35.MS 調査　生物海洋学 平成 25 年 8 月 7 日 震災後の女川湾における繊毛虫類の季節変動他
36.MS 調査　生物海洋学 平成 25 年 8 月 8 日 震災による攪乱が女川湾の休眠胞子形成珪藻に与える影響
37.MS 調査　女川湾観測ブイメンテナン
ス
平成 25 年 8 月 9 日 海洋観測ブイのメンテナンス
38.MS 調査　水圏動物生理学 平成 25 年 8 月 9 日 シュウリ貝のサンプリング
39.MS 調査　女川湾 平成 25 年 8 月 22 日 小乗浜のアサリ漁場調査および天然アサリ採苗器の設置
40.MS 調査　女川湾 平成 25 年 8 月 27 日 養殖環境調査に使用するため（ホタテ）
41.MS 調査　女川湾 平成 25 年 8 月 28 日 小乗浜の延縄式養殖施設へのアサリ稚貝の垂下作業
42.MS 調査　女川湾 平成 25 年 8 月 30 日 海水流動調査
43.MS 調査　女川湾 平成 25 年 9 月 9 日 小乗浜の延縄式養殖施設へのアサリ稚貝の垂下作業
44.MS 調査　水産資源生態学 平成 25 年 9 月 9 日，10 日 女川湾における底生魚類相調査
45.MS 調査　生物海洋学 平成 25 年 9 月 12 日 震災後の女川湾における繊毛虫類の季節変動他
46.MS 調査　生物海洋学 平成 25 年 9 月 13 日 震災による攪乱が女川湾の休眠胞子形成珪藻に与える影響
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47.MS 調査　女川湾 平成 25 年 9 月 13 日 海水流動調査
48.MS 調査　女川湾 平成 25 年 9 月 20 日 養殖環境調査に使用するため（ホタテ）
49.MS 調査　女川湾観測ブイメンテナン
ス
平成 25 年 10 月 7 日，8 日 海洋観測ブイのメンテナンス
50.MS 調査　生物海洋学 平成 25 年 10 月 9 日 震災後の女川湾における繊毛虫類の季節変動他
51.MS 調査　生物海洋学 平成 25 年 10 月 10 日 女川湾における一次生産測定
52.MS 調査　女川湾 平成 25 年 10 月 30 日 海水流動調査
53.MS 調査　女川湾 平成 25 年 10 月 31 日 養殖環境調査に使用するため（ホタテ）
54.MS 調査　生物海洋学 平成 25 年 11 月 5 日 震災後の女川湾における繊毛虫類の季節変動他
55.MS 調査　女川湾 平成 25 年 11 月 12 日，13 日 海水流動調査
56.MS 調査　水産資源生態学 平成 25 年 11 月 19 日，20 日 女川湾における底生魚類相調査
57.MS 調査　女川湾 平成 25 年 11 月 27 日 養殖環境調査に使用するため（ホタテ）
58.MS 調査　女川湾観測ブイメンテナン
ス
平成 25 年 11 月 28 日 海洋観測ブイのメンテナンス
59.MS 調査　生物海洋学 平成 25 年 12 月 3 日 震災後の女川湾における繊毛虫類の季節変動他
60.MS 調査　女川湾観測ブイメンテナン
ス
平成 25 年 12 月 4 日 海洋観測ブイのメンテナンス
61.MS 調査　女川湾 平成 25 年 12 月 9 日 海水流動調査
62.MS 調査　女川湾 平成 25 年 12 月 11 日 養殖環境調査に使用するため（ホタテ）
63.MS 調査　水産資源生態学 平成 25 年 12 月 18 日，19 日 女川湾における底生魚類相調査
64.MS 調査　生物海洋学 平成 26 年 1 月 7 日 女川湾における水質，底質，プランクトン等の調査
65.MS 調査　女川湾 平成 26 年 1 月 8 日 海水流動調査
66.MS 調査　女川湾 平成 26 年 1 月 14 日 海水流動調査
67.MS 調査　水圏動物生理学 平成 26 年 1 月 16 日 投与実験ホタテガイの垂下作業
68.MS 調査　水圏動物生理学 平成 26 年 1 月 24 日 投与実験ホタテガイのサンプリング
69.MS 調査　女川湾 平成 26 年 1 月 24 日 養殖環境調査に使用するため（ホタテ）
70.MS 調査　水圏動物生理学 平成 26 年 2 月 3 日 投与実験ホタテガイのサンプリング
71.MS 調査　生物海洋学 平成 26 年 2 月 6 日 女川湾におけるプランクトン群集の変動の測定他
72.MS 調査　女川湾 平成 26 年 2 月 7 日 海水流動調査
73.MS 調査　水圏動物生理学 平成 26 年 2 月 14 日 投与実験ホタテガイのサンプリング
74.MS 調査　水産資源生態学 平成 26 年 2 月 19 日，20 日 女川湾における底生魚類相調査
75.MS 調査　水圏動物生理学 平成 26 年 2 月 24 日 投与実験ホタテガイのサンプリング
76.MS 調査　女川湾 平成 26 年 2 月 24 日 養殖環境調査に使用するため（ホタテ）
77.MS 調査　生物海洋学 平成 26 年 3 月 10 日 女川湾におけるプランクトンの変動他
78.MS 調査　女川湾 平成 26 年 3 月 11 日 女川湾観測ブイのメンテナンス
79.MS 調査　女川湾 平成 26 年 3 月 12 日 海水流動調査
80.MS 調査　女川湾観測ブイメンテナン
ス
平成 26 年 3 月 12 日 海洋観測ブイのメンテナンス
81.MS 調査　女川湾 平成 26 年 3 月 18 日 養殖環境調査に使用するため（ホタテ）
82.海生ドック（上架） 平成 26 年 2 月 26 日 定期ドックのため上架（小乗浜）
26
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83.海生ドック（下架） 平成 26 年 2 月 28 日 定期ドック完了により下架（小乗浜）
84.MS 調査　女川湾観測ブイメンテナン
ス
平成 26 年 3 月 24 日 海洋観測ブイのメンテナンス
他　MS 調査　女川湾 st.1 定期調査 通年週 /1 回（通常）観測 女川湾 st.1（多項目水質計）
他　MS 調査　雄勝湾定期調査 通常月 /1 回（通常）観測 雄勝湾（多項目水質計）
【新営建物関連業務】
1.雨宮農学部にて打ち合わせ 平成 25 年 6 月 4 日 新規物品等について
2.雨宮農学部にて打ち合わせ 平成 25 年 7 月 2 日 海水ろ過設備等について
3.雨宮農学部にて打ち合わせ 平成 25 年 9 月 11 日 新規什器準備等について
4.雨宮農学部にて打ち合わせ 平成 25 年 11 月 21 日 工事進捗等について
5.小乗浜総合研究棟現地定例打ち合わ
せ
平成 25 年 6 月 12 日，8 月 8
日，10 月 22 日，12 月 10 日
新営建物関連工事状況についての定例会
平成 26 年 1 月 15 日，2 月 12





平成 25 年 4 月 19 日 宮城県担当部署と現地にて状況打ち合わせ
平成 25 年 5 月 29 日 小乗浜漁港北防波堤竣工検査完了により係留可能通知
平成 25 年 5 月 31 日 調査実習船翠皓，石巻漁港より女川小乗浜漁港（母港）へ帰港
2.翠皓定期ドック，各作業立ち合い 平成 25 年 10 月 4 日～ 11 日 造船所（石巻）にて定期ドック状況確認
平成 26 年 1 月 28 日～ 2 月
14 日
　　　　　　　　　〃
3.翠皓定期機関整備点検，各作業立会い 平成 26 年 3 月 3 日～ 5 日 小乗浜漁港内，機関整備点検等各作業立会い
4.海生定期ドック，各作業実施および立
ち合い






























野として学部 3 年生 1 名，学部 4 年生 2 名，博士前期課程
学生 2 名，博士後期課程学生および修了者 5 名が論文作成
などの指導をうけている。授業および実習は，学部学生を
27





全体の調整および 4 月 21 日の陸圏コミュニケーション論引率を担当した。5 月 31 日の学部 1 年













科学英語購読 I，II，III，IV 大村道明 資源環境経済学系を対象とした科学英語購読を担当した。
入門演習 大村道明 学部 2 年生を対象とした演習を分担した。
農業財政金融論 盛田清秀 学部 3 年生を対象とした講義をおこなった。
農村地域組織論 盛田清秀 学部 3 年生を対象とした講義をおこなった。
地域社会技術論特論 盛田清秀 大学院前期学生を対象とした講義をおこなった。
複合生態フィールド制御学特論 米澤千夏 大学院前期 2 学期に，複合生態フィールド制御学特論を講義した。














































青木雄太 達成動機と ERG 理論を用いた他者との関係性欲求，自己欲求の視点より分析した
農業経営継承問題の企業形態による整理 佐藤方行 生産要素の権利関係に着目した研究をおこなった



























の生産フィールド実習（第 1 回目と第 2 回目）および農場
実習 A（第 3 回目）は，水稲の栽培管理（移植実習，除草
管理実習，収穫実習，食味調査実習）および調査（苗調査，
中期の生育調査，収量調査）を柱にして，5 月，8 月およ






応用動物科学系では，平成 25 年 5 月（2 泊 3 日），9 月（4







羊の削蹄などの作業が行われた。また，9 月と 2 月の実習
では，各日の夕刻に搾乳実習を行っている。
家畜人工授精実習は，2 月の生産フィールド実習に先立





































て広瀬川（8 月 6 日～ 8 月 10 日）で行い，3 年生の生産フィー
ルド実習を青森県浅虫の東北大学大学院生命科学研究科附
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平成 25 年度は東北大学開放講座 2013　「『つながり・つ
なげる・つなぐ』－あなたは何をつなぎますか？－」（7 月
27 日 Sat 開催）と「『糞尿博士たちの夢』－糞尿で世界を



















ちを知る方法を学んだ。1 人 1 頭，10 分間ウシと向き合い，
1 分単位のウシの行動を記録した。そして，その記録用紙


































≪開催日時≫　平成 25 年 7 月 27 日（土）
午前 10 時～午後 3 時
≪参加人数≫　47 名（未就学児，小学生 14 名，中学生
1名，高校生 4名，大学生 8名，大人 20名）
≪参加状況≫　初参加 30 名・リピータ 17 名（8 回以上























































































































































































































































































































































































































≪開催日時≫：平 25 年 10 月 5 日（土）
午前 10 時～午後 3 時半
≪参加人数≫：15 名（小学生 1 名・高校生 3 名・大人
11 名）
≪参加状況≫：初参加 9名・リピータ－ 6名（小学生 1名・






























































































































4. 平成 25 年度に実施された講演会および研修会



















































































































年月日 主な対応者等 実数 延人数
1．センター主催行事

































































尚絅学院大学 平成 25 年 8 月 6 日 陶山准教授・原　新太郎・千葉　純子 27 27




京都大学生態学研究センター 平成 25 年 8 月 30-9 月 1 日 深澤　助教 4 12




広島大学　岩手大学　宮崎大学 平成 25 年 9 月 28-29 日 佐藤　教授 11 22
東京農業大学 平成 25 年 10 月 11-13 日 清和　教授・齋藤　教授・佐々木友紀 44 132
広島大学　山形大学　北海道大学 平成 25 年 11 月 17 日 齋藤　教授 10 10
上智大学 平成 25 年 11 月 21-22 日 多田准教授 82 164
















大崎市産業経済部産業政策課 平成 25 年 4 月 30 日～ 中井　教授 7 7 名
秋田県立大学 平成 25 年 5 月 3 日～ 6 日 陶山准教授 2 8 名
秋田県立大学 平成 25 年 5 月 17 日～ 19 日 陶山准教授 2 6 名
東北大学理学研究科 平成 25 年 5 月 7 日～ 伊藤准教授 1 1 名
奥の細道調査 平成 25 年 5 月 11 日～ 施設のみ提供 4 4 名
岩手大学　農学部　 平成 25 年 5 月 22 日～ 田島　助教 4 4 名
大崎市立鳴子小学校 4 年　総合学習 1 回目 平成 25 年 5 月 23 日～ 中鉢　　広・佐々木友紀・千葉　純子
千葉　　孝・有野　祐樹
16 16 名
桂清水地区～六角地区内における森林の観察会 平成 25 年 5 月 28 日～ 施設のみ提供 10 10 名
古川工業高等学校　科学技術科 3 年　 平成 25 年 5 月 31 日～ 原　新太郎 5 5 名
東北大学理学研究科 平成 25 年 6 月 3 日～ 4 日 宇野　　享 6 12 名
東北大学農学研究科 平成 25 年 6 月 11 日～ 佐藤　教授 2 2 名
森林総合研究所・新潟大学大学院 平成 25 年 6 月 17 日～ 18 日 陶山准教授 3 6 名
統計数理研究所　 平成 25 年 6 月 18 日～ 20 日 陶山准教授 2 4 名
古川工業高等学校　科学技術科 1 年　 平成 25 年 6 月 25 日～ 中井　教授・福田　助教・3 研
千葉　純子
43 43 名
大崎市立鳴子小学校 4 年　総合学習 2 回目 平成 25 年 6 月 26 日～ 中鉢　　広・佐々木友紀・千葉　純子
千葉　　孝・宇野　　亨
16 16 名
古川黎明高等学校　SSH　1 年 平成 25 年 6 月 27 日～ 齋藤　教授・小倉准教授・千葉　　孝
千葉　純子・戸澤あきつ
42 42 名
仙台向山高等学校 平成 25 年 6 月 27 日～ 伊藤准教授 43 43 名
東北大学理学研究科 平成 25 年 7 月 1 日～ 施設のみ提供 1 1 名
東北大学工学研究科 平成 25 年 7 月 8 日～ 清和　教授・佐々木友紀・宍戸　哲郎 2 2 名
大崎市雇用創造協議会 平成 25 年 7 月 11 日～ 中井　教授 20 20 名
秋田県立大学 平成 25 年 7 月 12 日～ 15 日 陶山准教授 2 8 名
千葉大学　大学院受験下見 平成 25 年 7 月 15 日～ 17 日 齋藤　教授 1 2 名
池月小学校 6 学年　総合学習（森林学習） 平成 25 年 7 月 16 日　 深澤　助教・千葉　純子 7 7 名
手作りの会　リラドチュール 平成 25 年 7 月 17 日　 中井　教授・千葉　純子・高橋　佳代 6 6 名
大崎市小学生 平成 25 年 7 月 20 日　 伊藤准教授 5 5 名
NPO 法人　とうほく PPP・PFI 協会 平成 25 年 7 月 22 日　 　 4 4 名
山形大学 平成 25 年 7 月 22 日　 清和　教授・陶山准教授 1 1 名
秋田県立大学 平成 25 年 8 月 2 日～ 4 日 陶山准教授 1 3 名
岩手大学　農学部　 平成 25 年 8 月 5 日～ 宇野　　亨 4 4 名
東北大学理学研究科 平成 25 年 8 月 8 日～ 施設のみ提供 1 1 名
大崎市立川渡小学校 6 年　 平成 25 年 8 月 12 日～ 高橋　　實 2 2 名
秋田県立大学 平成 25 年 8 月 16 日～ 18 日 陶山准教授 1 3 名
仙台市財政局税政課 平成 25 年 8 月 19 日～ 中井　教授 3 3 名
相馬高校・京都農芸高校 平成 25 年 8 月 19 日～ 20 日 中井　教授・千葉　　孝・千葉　純子 32 64 名
岩手大学　農学部　 平成 25 年 8 月 20 日～ 23 日 佐藤　教授 4 16 名
新潟大学 平成 25 年 8 月 26 日～ 小倉准教授 3 3 名
畜産草地研究所 平成 25 年 8 月 26 日～ 小倉准教授 2 2 名
古川工業高等学校　科学技術科 3 年　 平成 25 年 8 月 30 日～ 原　新太郎 5 5 名
古川工業高等学校　科学技術科 3 年 平成 25 年 9 月 6 日～ 齋藤　教授・原　新太郎 5 5 名
岩手大学　農学部　 平成 25 年 9 月 16 日～ 田島　助教 4 4 名
大崎市雇用創造協議会 平成 25 年 9 月 18 日～ 中井　教授 20 20 名
東北学院大学工学部 平成 25 年 9 月 23 日～ 宇野　　亨 2 2 名
東京農業大学　森林生態学研究室 平成 25 年 9 月 24 日～ 清和　教授 2 2 名
大崎市立鳴子小学校 4 年　総合学習 3 回目 平成 25 年 9 月 25 日～ 中鉢　　広・佐々木友紀・千葉　純子
千葉　　孝・有賀小百合
16 16 名
三重大学 平成 25 年 9 月 27 日～　 1 1 名
東北大学理学研究科 平成 25 年 10 月 1 日～ 施設のみ提供 6 6 名
PICS 開放講座「糞尿博士たちの夢」 平成 25 年 10 月 5 日～ 中井　教授・伊藤准教授・支援科
事務
15 15 名
古川工業高等学校　科学技術科 3 年　 平成 25 年 10 月 11 日～ 中井　教授・原　新太郎 6 6 名
日本大学工学部 平成 25 年 10 月 11 日～ 齋藤　教授 20 20 名
古川黎明高等学校　SSH　1 年 平成 25 年 10 月 15 日～ 伊藤准教授・千葉　　孝・千葉　純子
原　新太郎
42 42 名
中国揚州大学 平成 25 年 10 月 15 日～ 17 日 2・3 研 3 15 名







林業技術総合センター 平成 25 年 10 月 28 日～ 清和　教授・宍戸　哲郎 3 3 名
畜産草地研究所 平成 25 年 10 月 28 日～ 29 日 齋藤　教授・伊藤准教授 1 2 名
鳴子小・中山小学校 3・4 年生　 平成 25 年 10 月 30 日～ 佐々木補佐・佐々木友紀・千葉　純子
高橋　佳代
35 35 名
花王（株）　東京都中央区 平成 25 年 10 月 30 日～ 中井　教授 5 5 名
JSPS 論博事業 平成 25 年 11 月 2 日～ 29 日 齋藤　教授 1 28 名
東北学院大学工学部 平成 25 年 11 月 7 日～　 2 2 名
日本大学工学部 平成 25 年 11 月 7 日～ 8 日 陶山准教授・中村　和徳 5 10 名
東北大学農学部　 平成 26 年 11 月 8 日～ 伊藤准教授 1 1 名
宮城県環境政策課　 平成 25 年 11 月 12 日～ 中井　教授・多田准教授 4 4 名
全農 平成 25 年 11 月 22 日～ 伊藤准教授 1 1 名
鳴子小学校 4 年総合学習 4 回目 平成 25 年 12 月 3 日～ 中鉢　　広・佐々木友紀・千葉　純子
高橋　佳代
16 16 名
林業技術総合センター 平成 25 年 12 月 10 日～ 齋藤　教授 1 1 名
東北大学 平成 25 年 12 月 11 日～ 中井センター長他 4 4 名
ブラジル（EMBRAPA）Etelvino Novotny　博士 平成 25 年 12 月 16 日～ 19 日 齋藤　教授 1 3 名
東北大学工学研究科 平成 25 年 12 月 18 日～ 清和　教授・佐々木友紀・宍戸　哲郎 2 2 名
日本大学工学部 平成 26 年 1 月 23 日～ 24 日 齋藤　教授 4 8 名
鳴子小学校 4 年　総合学習　 5 回目 平成 26 年 2 月 13 日～ 佐々木友紀・千葉　純子・宇野　　享 16 16 名
東北大学農学部　3 年生 平成 26 年 2 月 18 日～ 齋藤　教授・伊藤准教授・田島　助教 4 4 名
日本大学工学部 平成 26 年 2 月 24 日～ 25 日 陶山准教授 4 8 名
東北大学　工学研究科 平成 26 年 2 月 25 日～ 齋藤　教授 2 2 名
森の仲間 平成 26 年 2 月 28 日～ 施設・場所のみ提供 10 10 名
古川農業共同組合　JA 古川女性部 平成 26 年 3 月 3 日～ 鈴木　崇司 21 21 名
鳴子小学校 4 年　総合学習発表会　6 回目 平成 26 年 3 月 7 日～ 中鉢　　広・佐々木友紀・千葉　純子 32 32 名
秋田県立大学　生物資源科学部 平成 26 年 3 月 11 日～ 齋藤　教授・伊藤准教授・田島　助教 3 3 名
東北大学農学部　3 年生 平成 26 年 3 月 11 日～ 齋藤　教授・田島　助教 2 2 名
石巻専修大学 平成 26 年 3 月 13 日～ 多田准教授 2 2 名
新潟大学農学部附属農場 平成 26 年 3 月 14 日～ 齋藤　教授・田中　繁史 2 2 名
さとのわ 平成 26 年 3 月 16 日～ 施設・場所のみ提供 10 10 名
東北大学　植物園 平成 26 年 3 月 19 日～ 深澤　助教 2 2 名
九州研 平成 26 年 3 月 20 日～ 田島　助教 1 1 名
森林総合研究所 平成 26 年 3 月 24 日～ 25 日 陶山准教授 2 4 名
みやぎの酪農農業共同組合・宮城県大崎市改良普及
センター
平成 26 年 3 月 27 日～ 小倉准教授 3 3 名
東北大学 95 241 名
その他（大学） 12 16 名
その他（企業・試験研究機関等） 550 573 名













有機栽培 0.61ha，慣行栽培 0.39ha であった。
播種は「ひとめぼれ」（減々栽培（ポット苗））を 3 月 26
日に，「ひとめぼれ」（減々栽培（マット苗））を 4 月 5 日，
4 月 12 日，「ひとめぼれ」（有機栽培，慣行栽培（マット苗））
を 4 月 12 日，「ゆきむすび」，「蔵の華」（マット苗）を 4
月 5 日にそれぞれ行い，加温出芽させた後に育苗ハウス内
にて，プール育苗方式を用いて育苗を行った。田植えは 5
月 9 日から開始して 5 月 24 日に終了した。出穂期は「ひ
とめぼれ」（減々栽培）が 8 月 4 日～ 8 月 7 日，「ひとめぼれ」
（慣行栽培）が 8 月 11 日，「ひとめぼれ」（有機栽培）が 8
月 11 日，「ゆきむすび」が 7 月 29 日，「蔵の華」が 8 月 2













1 号 -② 23.5
ひとめぼれ
5/21 8/7 10/4 461 18
減々栽培
1 号 -③ 26.8 5/21 8/7 10/4 474 21
1 号 -④ 21.6 5/14 8/6 9/30 444 17
1 号 -⑤ 17.0 5/14 8/6 9/30 444 17
3 号 -① 43.9 5/13 8/7 9/27 465 16
3 号 -② 41.7 5/17 8/7 9/27 469 16
3 号 -③ 41.3 5/17 8/7 9/27 377 12
4 開 -② 22.7 5/16 8/5 9/26 349 8
4 開 -④ 25.3 5/16 8/6 9/26 385 10
4 号 -④ 34.2 5/9 8/5 10/1 385 9
4 号 -⑤ 31.3 5/9 8/5 9/26 383 7
4 号 -⑥ 23.1 5/9 8/4 9/25 416 8
4 号 -⑦ 23.1 5/9 8/4 9/25 364 7
4 号 -⑧ 20.7 5/13 8/6 9/26 478 10
小計 396.2 418 12
4 開 -① 13.5
ひとめぼれ
5/24 8/11 10/15 336 10
有機栽培
4 開 -③ 13.2 5/24 8/11 10/15 281 9
4 号 -① 10.4 5/23 8/11 10/10 347 15
4 号 -② 11.1 5/23 8/11 10/10 373 16
4 号 -③ 12.7 5/23 8/11 10/10 378 17
小計 60.9 343 13
4 開 -③ 7.7
ひとめぼれ
5/24 8/11 10/15 500 19
慣行栽培
4 号 -① 10.4 5/23 8/11 10/8 433 8
4 号 -② 11.0 5/23 8/11 10/8 464 7
4 号 -③ 9.6 5/23 8/11 10/8 450 8
小計 38.7 462 11
4 号 -⑨ 18.9
蔵の華
5/13 8/2 9/24 446 5
減々栽培，酒造米
4 号 -⑩ 16.2 5/16 8/2 9/24 520 6
小計 35.1 483 6
4 開 -⑤ 31.4
ゆきむすび
5/15 7/29 9/25 404 5 減々栽培，低アミロース
米4 開 -⑥ 26.9 5/15 7/29 9/25 415 5

















＊　平年収量は平成 14 年から平成 24 年までの平均収量
（平成 15 年は冷害のため除く）
2）畑作および果樹（表 6-2, 表 6-3, 図 6-1）
（1） バレイショ
21-1 号圃場（38a）に鶏糞肥料のみ施肥し，化学肥料を




8 月 8 日に全体作業で収穫を行い，総収量は 5,392kg（1,419kg 
/ 10a）であった。
（2） 根菜類
6 月 25 日にゴボウ（滝野川）・ニンジン（真正国分鮮紅
大長人参）を 3 号圃場にそれぞれ 7.5a 播種した。7 月 18
日の集中豪雨後にゴボウの実生が大量に立ち枯れ，また，
9 月 19 日の台風で茎葉が折損し，収量が低減した。
ニンジンは 11 月 5 日より収穫し総収量は 763.7kg
（1,018kg / 10a），ゴボウは 10 月 31 日に収穫し総収量
59.2kg（78.9kg / 10a）と減収した。
（3）　根菜類（イモ類）
3 号圃場にて種子用ナガイモ 1.2a とナガイモ成イモ 7.2a




となった。11 月 18 日より収穫し，ナガイモ成イモは総収
量 2,214kg（3,075kg / 10a），種子用ナガイモは総収量
120.8kg（1,006kg / 10a）であった。
平成 22 年度より栽培をはじめた姫神いもは，ナガイモ





ウメの開花は 4 月 24 日頃に咲き始め，満開は 4 月 30 日
頃であり，平年より少し遅れ気味であった。その後除草作
業等を行い，6 月 25，26，27 日，7 月 4 日に収穫作業を行っ
た。
総収穫量は 447kg で平年よりやや少なめであり，売払い
収量は 307kg，廃棄は 140kg であった。
（5）　ルバーブ
5 月，3 号圃場の除草作業後，くみあい MMB 燐加安 14







ブルーベリーの開花は，5 月 10 日のアーリーブルーの開
花を初めとして，5 月下旬には満開となり，6 月上旬まで
続いた。4 月上旬に基肥を施用し，6 月上旬，8 月中旬に追
肥を行った。収穫期間は，6 月 28 日から 8 月 19 日で，日
照不足のためか例年より 10 日ほど長くなった。








表 6-2　平成 25 年度水稲及び畑作物の 10a 当たり収量
作　　　目
平成 25 年度収量 平年収量
（kg/10a） 指数（%） （kg/10a）
水 稲 418 89 471 
バ レ イ シ ョ 1,419 81 1,754
ゴ ボ ウ 79 20 393 
ニ ン ジ ン 1,018 78 1,301
ナ ガ イ モ 3,075 115 2,676
種子用ナガイモ 1,006 78 1,298
姫 神 イ モ 1,928 89 2,164
ブ ル ー ベ リ ー 169 50 336 
ル バ ー ブ 125 91 138 
ウ メ 21 50 42
ウ メ 13 54 24
＊水稲の平均収量は，過去 10 年間の平均。
＊イモ類・根菜の平年収量は，平成 20 ～ 24 年の平均。
＊姫神イモの平年収量は，平成 22 ～ 24 年の平均。
＊ブルーベリーは 1995 年・1999 年植え付け圃場の平年収
量で，過去 3 年間の平均。
＊ルバーブの平年収量は，過去 5 年間の平均。







あった。栽培管理の概要を述べると，平成 25 年 5 月 31 日
















第 1 回目　平成 25 年 6 月 24 日（月）移植後の現地確認
第 2 回目　平成 25 年 8 月 2 日（金）防鳥網設置及び出
穂前の稲の確認















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 6-5   平成 25 年　デントコーン圃場別生産量
圃場
面積





2 号の 2 100 ゴ -ルドデント KD731 5 月 8 日 9 月 30 日 41,400 4,140
3 号 120 ゴ -ルドデント KD731 5 月 8 日 9 月 30 日 36,800 3,067
9 号の 2 145 スノーデント 125V 5 月 9 日 10 月 1 日 32,500 2,241
合計 365 110,700 3,149
3）飼料作物
（1）　デントコーン
デントコーンは，中生種のスノーデント 125V（9 号の 2；
1.45 ha）とゴールドデント KD731（2 号；1.0 ha，3 号；1.2 







日～ 10 月 1 日に実施した。天候に恵まれたため，短期間
で終了することができた。総収量は 110.7 t，10 a 当りの収
量は 3,149 kg となった。
（2） 牧　草
当センターにおける平成 25 年度の採草地・放牧地およ
び更新地の施肥基準を表 6-6 に，採草地施肥成分を表 6-7
に，採草地・放牧地の年間施肥量と 10 a 当りの目標収量及
び実収量を表 6-8 に，採草地・放牧地の 10 a 当りの施肥成
分量を表 6-9 に，また耕地内草地の作付面積および圃場別
生産量を表 6-10，また草地の除染更新一覧を表 6-11 に示
した。
A）耕地内草地













3.0 13.1 7.0 10.0
4.0 18.1 9.5 15.0
5.0 23.1 12.0 20.0
6.0 28.1 14.5 25.0
1）生草換算重量は乾物を生草の 20% として算出した。


























6 号 66 - - - - - - - - - -
7 号の 1 115 - - - - - - - - - -
7 号の 2 100 - - - - - - - - - -
8 号 145 - 377 81 - - 145 - 2.5 15.4 3.1
9 号の 1 179 - 1,418 211 - - 179 - 5.0 13.3 2.7
9 号の 2 137 - - - - - - - - - -
10 号の 1 300 - 1,080 240 - - 300 - 3.5 31.4 6.3
11 号 200 - 720 160 - - 200 - 3.5 16.2 3.2
12 号の 1 103 - 464 69 - - 103 - 3.0 6.5 1.3
13 号の 1 320 - 1,440 214 - - 320 - 3.0 40.9 8.2
13 号の 2 216 - - - - - - - - - -
13 号の 3 200 - 1,242 186 - - 200 - 4.0 12.5 2.5
15 号 200 - - - - - - - - - -
16 号 87 - - - - - - - - - -
18 号の 1 328 - 1,476 220 - - 328 - 3.0 20.6 4.1
18 号の 2 434 - - - - - - - - - -
19 号 93 - - - - - - - - - -
20 号の 1・2・造 435 - - - - - - - - - -
20 号の 3 200 - 520 112 - - 200 - 2.5 19.0 3.8
22 号 65 - - - - - - - - - -













2 号の 1 190 - - - - - - - - - -
3 号 52 - - - - - - - - - -
5 号の 2 300 - - - - - - - - - -
14 号の 1 150 - - - - - - - - - -
14 号の 2 340 - - - - - - - - - -
17 号 101 - - - - - - - - - -
21 号の 2 300 - - - - - - - - - -
24 号 90 - - - - - - - - - -
A 棟前 70 - - - - - - - - - -
小　　　計 1,593 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0







大尺 300 - - - - - - - - - -
六角 1 区 1,125 - - - - - - - - - -
六角 2 区 1,075 - - - - - - - - - -
六角 3 区 2,000 - - - - - - - - - -
六角 4 区 1,875 - - - - - - - - - -
桂清水 2,100 - - - - - - - - - -
IBP 裏 500 - - - - - - - - - -
梨の木平 1,554 - - - - - - - - - -
小　　　計 10,529 - - - - - - - - - -
（内施肥面積） (3,000）
合　　　計 16,045 0 8,737 1,493 0 0 1,975 0 - - -
一番草の刈取りは，6 月 3 ～ 17 日の 13 日間で行った。
採草地の合計収量は生草換算で 19.6 t となり , 平年比の
2.3 ％であった。一番草はすべてロールサイレージ調製を
行った。また，11 号，12 号の 1，および 13 号の 1・2 では
刈取り後ロールベール調製までの天候不順により質が低下
したため，廃棄した。刈取り後の追肥は 6 月 25 日に行った。
二番草の刈取りは，8 月 7 ～ 26 日の 19 日間で行った。
採草地の合計収量は生草換算で 78.9 t であり平年比の
16.1％であった。二番草の刈取り後の追肥は，9月4日に行っ
た。
三番草の刈取りは，10 月 29 日～ 11 月 19 日の 21 日間で
行った。合計収量は生草換算で 77.3 t であり，平年比の
25.0 ％となった。
51
表 6-9　採草地・放牧地の 10a 当たりの施肥成分量
圃　　　場 面積 施肥成分量（kg/10 a）




6 号 66 - - -
7 号の 1 115 - - -
7 号の 2 100 - - -
8 号 145 7.8 2.6 2.6 
9 号の 1 179 21.3 7.9 7.9 
9 号の２ 137
10 号の 1 300 10.9 3.6 3.6 
11 号 150 14.5 4.8 4.8 
12 号の 1 103 12.1 4.5 4.5 
13 号の 1 320 12.1 4.5 4.5 
13 号の 2 216 12.1 4.5 4.5 
13 号の 3 200 16.7 6.2 6.2 
15 号 200 - - -
16 号 87 - - -
18 号の 1 328 12.1 4.5 4.5 
18 号の 2 434 - - -
19 号 93 - - -
20 号の 1・2・造 390 - - -
20 号の 3 200 7.8 2.6 2.6 
22 号 65 -













2 号の 1 190 - - -
3 号 52 - - -
5 号の 2 300 - - -
14 号の 1 150 - - -
14 号の 2 340 - - -
17 号 101 - - -
21 号の 2 300 - - -
24 号 90 - - -
A 棟前 70 - - -







大尺 300 - - -
六角 1 区 1,125 - - -
六角 2 区 1,075 - - -
六角 3 区 2,000 - - -
六角 4 区 1,875 - - -
桂清水 2,100 - - -
IBP 裏 500 - - -
梨の木平 1,554 - - -





















を放牧した。放牧期間は 5 月 23 日から 10 月 29 日まで放牧，
推定採食量（肉用牛の 1 日当たりの生草の採食量は体重の


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 6-1　作物の圃場別作付状況（平成 25 年度）
（注）採 : 採草地　放 : 放牧地
S: 昭和　　H: 平成
圃番号 面　積 圃番号 面　積
1 1.30 13 ノ 2 2.16
2 ノ 1 1.90 13 ノ 3 2.00
2 ノ 2 1.00 14 ノ 1 1.50
3 6.24 14 ノ 2 3.40
4 6.24 15 2.00
5 ノ 1 0.48 16 0.87
5 ノ 2 3.00 17 1.01
6 ノ 1 0.66 18 ノ 1 3.28
6 ノ 2 1.53 18 ノ 2 4.34
6 ノ 3 1.32 19 0.93
7 ノ 1 1.15 20 ノ 1 2.15
7 ノ 2 1.00 20 ノ 2 1.60
8 1.45 20 ノ 3 2.00
9 ノ 1 1.79 21 ノ 1 4.51
9 ノ 2 1.37 21 ノ 2 3.00
10 ノ 1 3.00 22 0.65
10 ノ 2 3.00 23 0.68
11 1.50 24 0.90
12 ノ 1 1.03
12 ノ 2 1.31
12 ノ 3 0.98




平成 24 年 4 月 1 日より「飼料中の放射性セシウムに関







ジ（1 番草 60 個，2 番草 504 個）及び牧草ロール乾草（1




















間は 5 月 21 日から 11 月 11 日までの 175 日間放牧した。




理量は 560 t であった。
2）家畜頭数の異動（表 7-1-1，7-1-2）
ホルスタイン種は，平成 25 年度始め 25 頭であり，前年





した。これらの変動により年度末には 7 頭増の 32 頭となっ
た。
黒毛和種と日本短角種は平成 25 度始めには，黒毛和種
87 頭と日本短角種 24 頭の合計 111 頭であり，前年度より
75 頭少ないスタートとなった。生産は前年度より 15 頭少
ない子牛生産となった。出荷については黒毛和種 41 頭，
日本短角種 8 頭，計 49 頭を売却した。また，黒毛和種の
雌肥育牛が 1 頭死亡（原因不明），雄子牛 1 頭が分娩時の
カラスによる食害が原因で死亡した。また，日本短角種の
種雄牛が放線菌症により死亡した。これらの変動により年





供用は，経産羊 4 頭と若雌羊 1 頭を供用した。生産および
導入は，雌子羊 7 頭と雄子羊 3 頭の計 10 頭の生産，種雄
羊 1 頭を導入した。また，若雌羊 1 頭と雌子羊 1 頭が死亡




平均産次数は 2.4 産で前年より 0.2 産下回った。平均搾
乳頭数は 13.0 頭で前年より 0.6 頭上回った。総産乳量は
94,640kg と前年より 23,935kg 増加した。
　B. 繁殖成績（表 7-3）
平成 25 年 4 月から平成 26 年 3 月までの期間に 14 頭分
娩した。それらの分娩から初回授精までの日数 88 ± 76
（SD）日は，前年に比べて 12 日遅く，受胎までの日数
102 ± 74（SD）日は前年より 4 日早かった。尚，授精回数
1.7 ± 1.1（SD）回は，前年より 0.2 回増加した。
4）肉用種
　A. 繁殖成績（表 7-4-1，表 7-4-2，表 7-4-3）
表 7-4-1 は平成 24 年 1 月から 12 月までの間に繁殖に供
用した成績である。繁殖方法は人工授精とまき牛による授
精を行った。その結果，受胎率は黒毛和種で 89.7 ％，日本
短角種で 61.5 ％であった。黒毛和種は技術目標（85 ％）
を上回り，日本短角種は下回る結果となった。また，子牛
育成率は，黒毛和種で 97 ％，日本短角種で 100 ％であった。
子牛生産率は，黒毛和種で 82.1 ％，日本短角種で 61.5 ％
であった。












表 7-5 は平成 25 年度に出荷した黒毛和種去勢牛 9 頭と
黒毛和種雌牛 5 頭についての成績を示した。平均肥育期間
は 22.2 カ月，平均出荷体重は 736kg，平均出荷月齢は
32.6 ヵ月齢であった。枝肉格付けは A-5 が 4 頭，A-4 が 5 頭，











ズバーンストール内の糞尿（水分 80 ～ 85 ％）と各畜舎の






副資材としてコンポストを 30 ～ 50 ％混合しながら発酵槽
に投入後，下部通気しながら撹拌装置で週 2 ～ 3 回程度の
割合で撹拌した。1 ～ 2 ヶ月間の処理後，堆積槽に搬出後
月 1 ～ 2 回位切り返しを行い，1 ヶ月以上堆積後，圃場に
散布した。
本年度のコンポスト処理量は 560 t。作物への施用量は昨
年度からの繰り越しもあり 880 t であった（表 7-6）。次年




若　羊・成　羊 … 雌は 8 ヶ月以上分娩まで。雄は 8 ヶ月以上。
育　　成　　羊 … 4 ヶ月以上 8 ヶ月未満。
仔　　　　　羊 … 出生より 4 ヶ月未満。
黒毛和種





経 産 牛 40 13 8 35
若 雌 牛 14 （6） 1 （1） 5 （5） 7 5 6
育成雌牛 5 6 8 7
仔 雌 牛 1 13 5 8 1
小 計 60 （6）13 1 （1）23 （5） 49
種 雄 牛 1 1
成 雄 牛 10（10） 9 （9） 13（13） 14（14）
育成雄牛 13 （2） 13 （2）14 14
仔 雄 牛 3 25 1 9 14 4
小 計 27（12）25 1 18 （9） 33（14）
合 計 87（18）38 2 （1）41（14） 82（14）
日本短角種





経 産 牛 15 15
若 雌 牛 3 4 7
育成雌牛 4 4 1 1
仔 雌 牛 5 2 1 2
小 計 22 5 0 2 25
種 雄 牛 1 1 0
成 雄 牛 0
育成雄牛 1 1 0
仔 雄 牛 7 5 2
小 計 2 7 1 6 2
合 計 24 12 1 8 27
表 7-1-1　平成 25 年度　飼養区分頭数の異動
ホルスタイン種





経 産 牛 11 7 18
若 雌 牛 5 7 5 3
育成雌牛 5 5 6 6
仔雌牛（H） 4 7 1 6 4
仔雌牛（F1） 0
小 計 25 7 1 31
種 雄 牛 0
成 雄 牛 0
育成雄牛 0
仔雄牛（H） 9 1 7 1
仔雄牛（F1） 0
小 計 0 9 1 7 1
合 計 25 16 2 7 32
緬羊





経 産 羊 12 4 3 11
若 雌 羊 13 1 9 3 0
育成雌羊 0
仔 雌 羊 7 1 6
小 計 25 7 2 13 17




小 計 1 4 0 0 5




若　牛・成　牛 … 雌は 18 ヶ月以上分娩まで。雄は 18 ヶ月以上。
育　　成　　牛 … 6 ヶ月以上 18 ヶ月未満。































生　産 2 9 6 6 3 5 1 2 1 1 1 1 38
売　払 2 5 4 11 3 5 11 41
管理換 0
死　亡 1 1 2































生　産 4 1 2 1 1 3 12
売　払 4 1 2 1 8
管理換 0
死　亡 1 1































生　産 1 1 2 1 3 2 2 1 2 1 16
売　払 1 1 2
管理換 2 2 1 5
死　亡 1 1 2































生　産 1 10 11
売払・供用 5 5
管理換 8 8
死　亡 1 1 2
頭　数 26 26 17 17 17 17 17 13 13 13 13 13 22 22
表 7-1-2　平成 25 年度　月別家畜異動の推移
※種雄羊 1 頭導入





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































頭　数 率（%） 頭　数 率（%） 率（%）
黒 毛 和 種 　 　 　 　 　 　 　 　
経 産 32 30 93.8 　 　 29 28 96.6 87.5
未 経 産 7 5 71.4 　 　 4 4 100.0 57.1
計 39 35 89.7 　 　 33 32 97.0 82.1
日 本 短 角 種 　 　 　 　 　 　 　 　 　
経 産 11 8 72.7 　 　 8 8 100.0 72.7
未 経 産 2 0 0.0 　 　 0 0 0.0 0.0






表 7-3　平成 25 年度　乳牛繁殖成績
現況 前産次
売払年月日
個体番号 分娩月日 産次 初回授精月日 最終授精月日 授精回数 現況 空胎日数 授精回数
H103 H25. 2. 9 6 不受胎 97 1
H152 H25. 9. 3 5 不受胎 128 1
H159 H25. 9.11 5 不受胎 106 2
H190 H25. 9.30 4 H24.12.14 H24.12.14 1 受胎 46 1
H193 H25. 1.15 4 H25. 3. 5 H25. 4.30 2 受胎 83 1
H195 H25. 3. 2 4 H25. 5.13 H25. 5.13 1 受胎 123 2
H212 H24.10.28 2 H25.10. 5 H25.10. 5 1 受胎 176 2
H215 H25.10.30 3 未授精 140 1
H220 H25. 2.10 3 H25. 3.19 H25. 4.30 2 受胎 200 4
H229 H25.11. 6 2 H26. 1.21 H26. 1.21 1 受胎 37 1
H231 H25. 8.22 2 H25.10.11 H25.11. 5 2 受胎 112 3
H241 H25. 4.22 1 H25. 7.25 H25. 7.25 1 受胎
H243 H24.10. 2 H25. 7.16 5 受胎
H244 H25. 7. 4 1 H25. 9.28 H25.10.19 2 受胎
H246 H25. 5.20 1 H25. 8.22 H25.10.23 3 受胎
H250 H25. 7. 9 1 H25. 8.17 H25. 8.17 1 受胎
H254 H25.11. 5 1 H26. 2. 7 H26. 2. 7 1 受精中
H257 H25.10.31 1 H26. 2. 7 H26. 2. 7 1 受精中
H258 H25.12. 2 1 H26. 1.27 H26. 1.27 1 受精中
H261 H25. 7.29 H25. 7.29 1 受胎
H262 H25. 7.28 H25. 7.28 1 受胎
H267 H25.11.19 H25.11.19 1 受胎
M ± SD 2.4 ± 1.7 88 ± 76 102 ± 74 1.7 ± 1.1 113.45 1.73
※本資料は平成 26 年 3 月 31 日現在で作成されたものである。






区分 番号 性別 生年月日 産歴 前回分娩日 最終分娩日 分娩間隔（日） 授精方法 妊娠の有無 備考
1 B1067 ♀ H 8. 9.17 12 H21. 7.23 H22. 7.28 370 売却（H25.6.11）
2 B1187 ♀ H11. 4.19 12 H23. 5.20 H24. 8. 2 440 売却（H25.5.14）
3 B1190 ♀ H11. 4.22 10 H22.10. 6 H24.10. 1 726 売却（H25.11.14）
4 B1201 ♀ H11. 6. 7 10 H22. 6.30 H23. 6.16 351 売却（H25.6.11）
5 B1221 ♀ H11. 6.24 12 H24. 7.19 H25. 8. 8 385 売却（H25.11.14）
6 B1260 ♀ H12. 6.13 9 H24. 8.24 H25.11.20 453 AI・まき牛 ○
7 B1270 ♀ H12. 6.25 9 H23. 8.29 H24.11. 9 438 売却（H25.5.14）
8 B1273 ♀ H12. 6.26 11 H24. 6. 4 H25. 5.18 348 AI ○
9 B1281 ♀ H12. 6.29 9 H23. 5.26 H24.11.28 552 AI ○
10 B1322 ♀ H13. 5.12 8 H23. 8.26 H24. 9.11 382 売却（H25.11.14）
11 B1404 ♀ H15. 5.26 7 H24. 7.28 H25. 7.24 361 授精対象外
12 B1406 ♀ H15. 5.30 7 H22. 7.16 H23. 9.15 426 売却（H25.6.11）
13 B1407 ♀ H15. 6. 2 9 H24. 6. 9 H25. 5.26 351 AI ○
14 B1413 ♀ H15. 6. 9 8 H23.10.11 H24.11.27 413 AI ○
15 B1500 ♀ H17. 1.17 7 H24. 9. 5 H25. 7.29 327 AI ○
16 B1512 ♀ H17. 6.28 5 H24. 6. 7 H25. 5.25 352 AI ○
17 B1531 ♀ H17. 7.19 6 H24. 8.24 H25. 9. 1 373 AI ○
18 B1532 ♀ H17. 7.19 5 H24. 8.13 H25. 7.31 352 AI ○
19 B1540 ♀ H17. 8.12 5 H24. 6.11 H25. 5. 3 326 AI ○
20 B1566 ♀ H18. 7. 7 6 H24. 6. 1 H25. 6. 4 368 AI ○
21 B1567 ♀ H18. 7. 7 5 H24. 9.21 H25. 9.24 368
22 B1591 ♀ H18.11.12 4 H24. 9.10 H25. 8.26 350
23 B1592 ♀ H18.11.16 5 H24. 7.29 H25. 7.10 346 AI ○
24 B1613 ♀ H19. 7. 6 4 H24. 6.23 H25. 8. 8 411 授精対象外
25 B1625 ♀ H19. 7.18 4 H24. 6.28 H25. 6. 6 343 AI ○
26 B1631 ♀ H19. 8.30 4 H24. 6. 6 H25. 5.20 348 AI ○
27 B1639 ♀ H20. 1.29 3 H23.11.20 H24.12. 8 384 AI ○
28 B1641 ♀ H20. 5.15 3 H24. 5.20 H25. 5.24 369 AI ○
29 B1645 ♀ H20. 5.30 3 H24. 5.17 H25. 6.22 401 AI ×
30 B1646 ♀ H20. 5.30 1 H22. 8. 3 売却（H25.6.11）
31 B1676 ♀ H21. 1.28 0 売却（H25.6.11）
32 B1678 ♀ H21. 5.20 3 H24. 7.26 H25. 6.25 334 AI ○
33 B1679 ♀ H21. 5.20 2 H23. 7. 5 H24.10.12 465 AI ○
34 B1683 ♀ H21. 6. 1 2 H24. 7. 1 H25. 7. 2 366 授精対象外
35 B1705 ♀ H22. 1.18 2 H24. 7. 1 H25. 6.30 364 AI ×
36 B1711 ♀ H22. 5.14 2 H24. 5.25 H25. 4.30 340 授精対象外
37 B1712 ♀ H22. 5.17 2 H24. 5.28 H25. 4.30 337 AI ○
38 B1713 ♀ H22. 5.18 2 H24. 6.16 H25. 6.16 365 AI ○
39 B1718 ♀ H22. 6.10 2 H24. 7. 9 H25. 5.25 320 AI ○
40 B1722 ♀ H22. 6.21 2 H24. 5.28 H25. 5.15 352 AI ○
41 B1725 ♀ H22. 6.22 1 H24. 6.16 まき牛 ○
42 B1738 ♀ H22. 8.21 2 H24. 7.15 H25. 9.12 424 AI ○
43 B1740 ♀ H23. 1.18 1 H25. 5.28 AI ○
44 B1741 ♀ H23. 3.14 1 H25. 9.25 AI ○
45 B1744 ♀ H23. 5.17 0 AI ○
46 B1745 ♀ H23. 5.20 1 H25.10.20 AI ○
47 B1751 ♀ H23. 6. 1 1 H25. 5.20 AI ○
48 B1759 ♀ H23. 6.23 1 H25.12. 9 AI ○
49 B1791 ♀ H24. 6.28 0 AI ○
50 B1797 ♀ H24. 7.26 0 AI ×
51 B1798 ♀ H24. 7.28 0 AI ○
52 B1799 ♀ H24. 7.29 0 AI ○
53 B1808 ♀ H24.10. 1 0 AI ×
54 B1813 ♀ H24.12. 8 0
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表 7-4-3　日本短角種繁殖成績
区分 番号 性別 生年月日 産歴 前回分娩日 最終分娩日 分娩間隔（日） 授精方法 妊娠の有無 備考
1 N0415 ♀ H14. 3. 8 5 H21. 7. 3 H22. 5.12 313 授精対象外
2 N0416 ♀ H14. 3.26 9 H24. 6.29 H25. 8. 4 401
3 N0420 ♀ H15. 7. 2 4 H22. 5.25 H23. 7.11 412 授精対象外
4 N0421 ♀ H15. 7. 2 5 H23.12. 6 H25. 4.12 493 まき牛 ○
5 N0447 ♀ H17. 6.27 5 H23.11.14 H25. 4.14 517 まき牛 ○
6 N0469 ♀ H18. 7.12 3 H24. 1.26 H25. 4.19 449 まき牛 ○
7 N0501 ♀ H20. 6. 9 2 H23. 6.21 H25. 7.12 752 まき牛 ○
8 N0507 ♀ H21. 5.20 1 H23. 6.27
9 N0510 ♀ H21. 6.10 2 H24. 5.20 H25. 5.21 366 AI ○
10 N0513 ♀ H21. 6.19 2 H23.10. 3 H24. 8.27 329 まき牛 ○
11 N1026 ♀ H24. 1. 8 0 AI ○
12 N1027 ♀ H24. 1.26 0 AI ○
13 N0917 ♀ H16. 6.14 4 H21. 6.23 H23. 6.27 734 授精対象外
14 N0945 ♀ H19. 6. 8 3 H24. 6.11 H25. 4.12 305 まき牛 ○
15 N0971 ♀ H21. 5.25 1 H24. 8.22 まき牛 ○
16 N0972 ♀ H21. 6. 3 2 H24. 5.20 H25. 7.21 427 AI ○
17 N0974 ♀ H21. 6.10 0 授精対象外
18 N0977 ♀ H21. 6.19 1 H24. 9.24 まき牛 ○
19 N0982 ♀ H22. 5.25 0 まき牛 ○









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平成 25 年度の素材生産の収入計画は，スギが 453 m3 の
217.4 万円であった。
生産実績は，素材材積でスギが 853.9 m3 であった。切捨
間伐予定地であった 13 林班ワ 1 小班（3.11 ha）から素材
生産を行ったため予定より生産量が大きく増えた。そのう
ち新棟家具材用に 1.8m3 を供出し 852.1m3 を売払った。売
払金額は 600.3 万円と収入計画より 382.9 万円上回った。
これらは全て外注した。
2）植林・保育（表 8-2）
平成 25 年度の計画は切捨間伐 5.12 ha であった。実績は
切捨間伐 2.95ha であった。切捨間伐予定地であった 13 林









平成 25 年度の測定結果は，生椎茸（生）1 サンプルか
ら 330 Bq/kg，乾椎茸（乾）3 サンプルから最大 3500 Bq/kg 





針葉樹（スギ） 13 林班ワ 1 小班 3.11 564.3 562.5 390.3
1.8 供出※
15 林班ヘ 1 小班 0.85 147.4 289.6 210
14 林班か a 小班 0.75 132.0
17 林班 3 号畑 a 小班 10.3




切捨間伐 13 林班タ 5 小班 1.82 27%




2013/ 4/ 1 ～ 2013/ 4/ 2 デ ン ト コ ー ン 260.0
2013/ 4/ 4 　 　 牧 草 更 新 160.0
2013/ 8/12 ～ 2013/ 8/14 牧 草 更 新 240.0
2013/ 9/ 2 ～ 2013/ 9/ 4 牧 草 更 新 80.0































水 稲 5.91 156.5 26.5 
小 豆 0.00 0.0 0.0 
ラ イ 麦 0.03 13.5 450.0 
バ レ イ シ ョ 0.38 41.5 109.2 
人 参・牛 蒡 0.20 33.5 167.5 
ナ ガ イ モ 0.10 49.0 490.0 
果 樹 2.36 52.0 22.0 
デントコーン 3.57 132.5 37.1 
牧 草（採 草） 20.63 33.0 1.6 
牧 草（更 新） 16.15 299.0 18.5 














（ℓ/h）平成 25 年度 累　　計
トラクタ ヤンマー EG445 H 25.01 8 2 5,040 301.6 310.5 1,157 3.8 
ヰセキ T7000 S 58.03 8 30 3,480 93.8 7,460.3 341 3.6 
MF165-3 S 51.03 8 37 3,231 102.8 8,093.2 319 3.1 
MF194-4 S 56.03 8 32 5,264 36.0 577.31） 130 3.6 
MF265 S 59.03 8 29 4,590 25.3 5,138.3 50 2.0 
MF290 S 57.03 8 31 5,070 79.5 7,196.4 280 3.5 
MF3095 H 03.03 8 22 7,766 64.7 4,944.5 448 6.9 
　 JD6100 H 07.03 8 18 5,735 178.4 6,047.7 1,143 6.4 
JD6400 H 09.03 8 16 6,973 174.8 4,422.1 1,310 7.5 
ブルドーザ CAT-D4H S 61.03 5 27 11,300 46.7 3,003.5 320 6.9 
油圧ショベル CAT-E70B H 03.03 5 22 4,893 183.2 138222） 718 3.9 
ホイルローダ CAT-WS210 II H 09.03 5 16 3,605 253.7 7,042.7 502 2.0 
　 TCM-LL4-2 H 18.03 5 8 3,299 535.9 3,745.9 1,144 2.1 
TCM-L13-2（ロールグラブ付） H 16.03 5 10 7,770 709.3 6,218.2 3,949 5.6 
フォークリフト TCM　FD35T2 H 2406 5 2 3,906 90.7 128.5 293 3.2 
スキットステアローダ トヨタ 3SDK4 H 06.03 5 19 1,483 21.5 477.6 28 1.3 
潅木刈払い機 RB-1500 H 12.12 8 13 10,815 16.2 459.9 85 5.2 
自脱コンバイン SR40GSSDRMW-S50C H 08.09 5 17 5,462 - - - -
乗用田植機 ポット苗，側条 LPR-6 S 63.03 5 25 1,470 -
三菱 MFP605VG Ｈ 08.03 5 17 1,457 - - - -
クボタ NSU67-IT5FR H 22.03 5 4 2,415 - - - -
乗用ロータリーモア カール II NRMI3JH H 11.05 8 14 560 - - -
運搬車 ヤンマー CG191SD-EW H 14.03 4 12 720 - - - -
自走式豆脱粒機 MTB-640, コンマ H 07.03 8 18 659 - - - -
注．農機具の耐用年数は，農林水産省の「平成 10 年度農畜産業用固定資産評価基準」による。











（km/ℓ）平成 25 年度 累　　計
乗用車 日産セレナ・VUA-TNC24 型 H 15.03 1,905 2,001 74,663 563 3.6 
日産エクストレイル・UA-NT30 H 16.09 1,725 9,587 89,970 1,003 9.6 
トヨタクレスタ・GF-GX H 13.03 2,338 12,314 164,512 1,075 11.5 
三菱デリカスペースギア・GF-PD6W・NSEGEI H 11.01 2,961 7,741 119,169 1,038 7.5 
日産エクストレイル・DBA-NT31 H 24.03 2,095 5,405 10,297 847 6.4 
トラック（畜産）日産アトラス・KR-SR8F23 H 16.09 1,947 3,033 57,880 582 5.2 
（作物）日産アトラス・KR-SR8F23 H 17.09 1,920 3,935 37,635 407 9.7 
日産コンドル・U-MK210FN H 05.11 6,199 2,005 95,534 469 4.3 
日産コンドルダンプ・KK-MK26A（改） H 15.03 5,670 805 24,004 262 3.1 
日野レンジャーダンプ・P-173BD4WD（スノープラウ付） S 60.12 6,910 214 52,583 115 1.9 
いすゞエルフ・KK-NKS71EA-6 H 13.03 3,605 5,112 77,284 802 6.4 
軽自動車ダイハツハイゼット 4WD660 H 20.07 804 4,549 37,766 442 10.3 
バイク ホンダ・スーパーカブ 202 H 14.06 169 - - - -
ホンダ・C50 プレスカブ 198 H 07.10 155 - - - -
ホンダ・C50 プレスカブ 198 H 07.10 155 - - - -
注．車両の耐用年数は，財政小六法「減価償却資産の耐用年数に関する省令（抄）」最終改平一〇・三・三一大蔵令五による。
表 9-4　現有のトラクタ用作業機
作　業　機　機　名 規　格　・　型　式 購入年月 耐用年数（年） 経過年数（年） 取得価格（千円）
トレーラ　① MF21 S 45.08 4 42 390
〃　　　　② MF21 S 49.06 4 38 500
〃　　　　③ デリカ DTD2300 S 63.10 4 24 600
〃　　　　④ スター HD9（S） H 03.03 4 21 811
〃　　　　⑤ スター HD9（S） H 05.02 4 13 811
〃　　　　⑥ スター TMT5020S H 11.05 4 19 651
プラウ　　　 スガノ TOYB-18 × 2 S 57.10 5 30 470
リバーシブルプラウ スガノ RQY202C 16-18-20 × 2 H 13.03 5 12 797
ロータリーハロー　① コバシ KA201 S 55.03 5 32 680
〃　　　　　　　　③ ニプロ LT2000 S 63.03 5 24 650
〃　　　　　　　　④ ニプロ LX2202 H 03.03 5 21 649
ディスクハロー　① MTH2400 スター式 H 02.03 5 22 632
ディスクハロー　② MTH2400 スター式 H 13.03 5 12 488
パディーハロー コバシ PHN360AB S 56.03 5 31 458
ウイングハロー 二プロ HW-3702B-3L H 04.03 5 20 1,030
二プロ WRS3610N-0S H 25.01 5 2 911
ツースハロー ※ 770 S 40.03 5 47 120
マニュアスプレッダ　① デリカ DF3000 S 60.03 5 26 1,145
〃　　　　　　　　　② タカキタ DH2080D H 18.02 5 7 775
ブロードキャスタ　① ビコン PS400　帯状アタッチ付 S 62.02 5 25 315
〃　　　　　　　　② ビコン PS605　600 S 63.10 5 24 270
〃　　　　　　　　③ ビコン PS605　600 H 01.01 5 23 270
〃　　　　　　　　④ ビコン PS605　600 H 02.03 5 22 268
〃　　　　　　　　⑤ ビコン PS605　600 H 02.03 5 22 268
ライムソワ　① スター MSL-3030 H 04.08 5 20 281
〃　　　　　② スター MSL-3030 H 04.08 5 20 281
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表 9-4　現有のトラクタ用作業機
作　業　機　機　名 規　格　・　型　式 購入年月 耐用年数（年） 経過年数（年） 取得価格（千円）
カーペットダスタ 丸山 CDM-2A H 11.03 5 13 1,499
ニューマッチプランタ タカキタ AS404TD S 57.01 5 30 680
ジェットシーダ タカキタ JS-4102 H 02.03 5 22 896
ポテトプランタ トカチ PK-2 S 53.03 5 34 430
ポテトディガ ニプロ VG1400 H 01.01 5 23 620
均平ローラ スター式 S 42.02 5 45 180
K 型ローラ KP-822 S 45.09 5 42 170
重転圧ローラ 自家製 S 57.09 5 30 408
ズームスプレーヤ 共立 BSM-600W S 58.03 5 29 1,092
ブームスプレーヤ やまびこ製 BSN656S/3-YN H 25.06 5 1 2,074
ロータリーカルチベータ 二プロ PK-510 H 02.03 5 21 483
コーンハーベスタ フェラボリー 2 条ロークロップ S 60.03 5 27 4,329
レシプロモア ブサテス BM1205 H 02.03 5 22 484
ディスクモア クーン GMD44 S 57.10 5 30 780
モアーコンディショナ ビコン KM2401 H 15.09 5 9 2,394
ジャイロテッタ スター MGT6200 H 03.03 5 21 778
ジャイロレーキ スター MGR3720 H 03.03 5 21 623
ロールベーラ ジョンディア JD582CPNRTW H 21.09 5 5 4,886
スラリスプレッダ バウアー M22V S 50.11 5 37 2,650
チョッパーミキサ バウアー MT500 S 50.11 5 37 450
押土用ブレード ボンフォードパワードーザ S 52.01 4 35 490
サブソイラ MF27 S 55.07 5 32 250
フロントローダ MFL55A（ベールフォーク，広巾バケット付） S 62.02 5 25 945
ラッピングマシン ニューランド NR-301 H 10.03 5 14 1,499
畦塗機 冨士トレーラーゼロ -2 コンパス 17 H 04.02 5 20 460
圧送ポンプ ROTA85T 型 H 04.03 5 20 1,246
トレンチャー ササキ TH-771 H 04.03 5 20 989
ロータリーマルチ コバシ平高畦 H 04.03 5 20 156
同時播種施肥機 クボタ FD102 H 11.09 5 13 216
ブームモア フェリー TD46 H 09.12 5 15 1,729
フレールモア スター MFN1810 Ｈ 20.04 5 6 430





日，7 月 2 日，9 月 10 日に草刈りを行った。11 月 29 日に
は高さ１ｍで枝を剪定した。12 月 5 日には，冬期間に胴枯
れ病の発生が心配されるため，殺菌剤（ベンレート水和剤）
1,000 倍液を動力型噴霧器で散布した。12 月 11 日には冬囲
いを行った。
11. 事務関係
平成 18 年度からの不動産等の異動状況は，表 10-1 のと
おりである。
なお，平成 24 年度から 2 ヶ年間の年度別収入額は表
10-2 のとおりである。
表 10-1　不動産等（建物）の異動状況












平成 20 年 6 月，
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予算科目 平成 24 年度 平成 25 年度
円 円
大学運営資金 149,159,650 144,624,576 
運営費交付金（特別） 26,230,000 18,400,000 
運営費交付金（特殊） 10,021 22,000 
間接経費 57,822,841 11,289,650 
寄附金 73,300,920 80,281,378 
受託研究 22,061,150 9,866,533 
受託事業 2,355,910 2,696,652 
目的積立金 0 0 
預り補助金等 78,432,557 118,757,515 
表 10-4　科学研究費補助金採択状況
種　　　　目
平成 24 年度 平成 25 年度
件　数 金　　額 件　数 金　　額
円 円
基盤研究（A） 1 14,600,000 1 6,600,000
基盤研究（B） 2 7,700,000 2 5,350,000
基盤研究（C） 1 500,000 1 1,200,000
挑戦萌芽 2 3,800,000 1 1,600,000
若手研究（B） 3 4,400,000 3 3,000,000
合　計 9 31,000,000 8 17,750,000
表 10-5　主な設備備品の設備状況
整理番号 購入年月日 取得経費 品　　　　　　　名
H25. 6.24 運営費交付金 （株）やまびこ製　ブームスプレイヤー
H25. 6.25 預り補助金等 （株）アクタック製　ケールダール分解装置
H25. 7.17 預り補助金等 トヨタ車体（株）製　B-COM デリバリー
H25. 9.17 寄附金 セオービット（株）製　マウス・ラット B. B. H. ユニット
H25. 9.27 共同研究費 セオービット（株）製　フィルターユニット I 型
H25.10.25 運営費交付金 福島工業（株）製　冷凍庫
H25.10.28 預り補助金等 （株）丸菱バイオエンジ製　バイオガス貯留・エンジンシステム
H25.12.19 設備整備費補助金 （伊）PIETRIBIASI 製　バターチャーン
H25.12.19 設備整備費補助金 （仏）elecrem 製　クリームセパレーター
H25.12.19 設備整備費補助金 北海道オリオン（株）製　チーズパット
H25.12.19 運営費交付金 エムケー精工（株）製　温水式高圧洗車機
H26. 1.17 科学研究費補助金 タイテック（株）製　中型恒温振とう機バイオシェーカー
H26. 2.19 運営費交付金 オルガノ（株）製　純水装置
H26. 2.27 預り補助金等 （株）丸菱バイオエンジ製　廃熱活用型メタン発酵システム
H26. 2.28 預り補助金等 繊維質バイオマテリアル前処理システム
H26. 3.25 預り補助金等 製作品　温泉メタン発酵槽
H26. 3.28 預り補助金等 前澤工業（株）製ボイラーユニット（メタン発酵槽加温用ユニット）
契約金額が 50 万円以上の固定資産物品を計上しています。
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